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　2026 年（令和 8 年）3 月 12 日に

奈良県橿原総合庁舎 101 会議室で令

和 7 年度奈良県発達障害支援セン

ター「でぃあー」連絡協議会全体会

議が行われました。県内の福祉・教

育・医療・労働関係及び当事者親団

体が多数集まりました。今回のテー

マが「強度行動障害に関すること」

「発達障害者支援に関すること」で

ありましたが、出席者には、現在、

強度行動障害（KBD）が国レベルで

重要な課題となっていることについ

ての認識が今ひとつ理解されていな

いと思われる発言もありました。今

回このことを少し整理してみたいと

思います。厚労省が KBD（強度行動

障害）支援を強化する理由と、他の

障害者団体で理解が広がりにくい背

景

◯ 労省が KBD（Kyoudo Behavioral 

Disorder）支援を強化している主な

理由

　　　　　　　　　　　　　　　　

1. 受け入れ先不足と家族の深刻な

負担

全国で「受け入れられない」「支援

が続かない」ケースが増えており、

家族の負担も非常に大きいと報告さ

れています。自治体や事業所からの

強い問題提起が背景にあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　

2. 専門人材が圧倒的に不足

行動障害に対応できる専門職が全国

的に足りず、厚労省は中核人材・広

域支援人材の育成を急いでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

3. 支援の質で状態が大きく変わる

ため

強度行動障害は、自傷・他害・物壊し・

異食・こだわりなどが頻発し、環境

調整と専門支援が不可欠です。支援

が不十分だと、入院・入所の長期化

や家族の離職につながるため、国と

して対策が急務です。

　　　　　　　　　　　　　　　　

4. 自治体計画で KBD 支援が必須項

目に

令和 6年度から、市町村は KBD の支

援ニーズ把握と受け入れ体制整備が

義務化されました。国の政策として

「計画ベース」で強化が進んでいま

す。

◯ それでも他の障害者団体で理解

が広がりにくい理由

　　　　　　　　　　　　　　　　

1. KBD は特定領域に偏って発生す

る

主に知的障害・自閉スペクトラム症

に多く、身体障害・精神障害・難病

などの団体には「自分たちの課題」

と認識されにくい構造があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　

2. 「行動障害」という概念が専門的

で分かりにくい

行動分析、発達支援、環境調整など

専門知識が必要で、一般的な障害者

運動の文脈では扱いにくいテーマで

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　

3. 当事者・家族の声が表に出にく

い

本人が発信しづらく、家族も疲弊し

て活動に参加しにくいため、団体内

で課題が可視化されにくい状況があ

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　

4. 「行動の問題＝本人のせい」とい

う誤解が残っている

本来は環境・感覚特性・コミュニ

ケーションの困難などが背景にある

のに、他領域では「性格や家庭の問

題」と誤解されがちです。

　　　　　　　　　　　　　　　　

5. 歴史的に、特定団体が中心となっ

て発展してきた領域

自閉症協会や育成会が長年取り組ん

できた分野であるため、他の障害種

別の団体には「自分たちのテーマで

はない」と受け止められやすい歴史

的背景があります。

「でぃあー」では次年度も奈良県に

おける強度行動障害の課題に取り組

む事になりました。 皆様も奈良県

での今後の具体的な取り組みに注目

してください。　（河村）
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2026 年 3 月 12 日

声明

ただちにイランへの軍事攻撃を止め

平和でインクルーシブな国際社会を

      　　                                               　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本障害者協議会（JD）代表　藤井　克徳

　2 月 28 日、 アメリカとイスラエルはイランへ軍事攻撃し、 最高指導者、 政府や軍高官を殺害した。 報道によ

れば、イラン全土で 160 以上の都市に 2000 回以上の爆撃があり、病院や小学校で子どもたち 175 人を含め、

1300 人をこえる人びとが死亡している。 障害のある人たちの被害実態は不明であるが、 移動や情報の面で

不利益を被りやすい障害のある人であり、 厳しい状況に陥っていることは容易に想像がつく。 戦禍により新た

な障害者が生み出されていることも懸念される。

　今般の軍事攻撃は、 国際社会が合意してきた、 他国に対する武力行使と威嚇の禁止を定めた国連憲章や

国際法に反する。 ウクライナやガザを想起するまでもなく、 戦火の拡大や地上戦、 さらには核兵器使用など

絶対にあってはならない。

私たちは、 国連 ・障害者権利委員会に結集し、 すべての人びとが共に安心して暮らせる社会をめざす障害

者権利条約の実現のために努力している。 他国への軍事攻撃など力による蹂躙は断じて認めない。 国連は、

軍事攻撃を中止し、 話し合いで解決を図るよう強いイニシアティブを発揮すべきだ。

　日本は輸入原油の 9割超を中東に依存し、 その大部分はイランのホルムズ海峡を経由する。 この戦争によ

る、 エネルギー危機、 連動する物価の高騰は、 昨今の深刻な生活苦と不安に拍車をかけることは必至だ。

戦争しないことを定めた憲法を持つ日本は、 唯一の被爆国であるという歴史的使命を踏まえ、 戦争反対と平

和的な話し合いを世界に向けて発信すべきであろう。 殺傷能力のある武器の輸出は止めるべきだ。

　アメリカとイスラエルはただちに軍事攻撃を止めろ！

　核兵器許すな！

　平和に、 共に生きるインクルーシブな国際社会の実現を！
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奈良県発達障害者支

援センターでぃあー

令和７年度連絡協議

　　　　　　　会（全体会議）3/12

特定非営利活動法人

奈良県自閉症協会

◯早期発見〜早期支援の一本化され

たルートづくり

　乳幼児健診・園・学校からの相談

窓口を一本化し、「ここに連絡すれ

ば、医療・福祉・教育につながる」

という“入口”を明確にする。発達

外来の待機を減らすために、地域の

小児科・精神科との連携強化や、オ

ンライン相談・巡回相談の活用を進

める。

◯市町村単位での「切れ目のない支

援体制」の構築

　市町村ごとに、保健・福祉・教

育・就労の担当が集まる定例会議を

仕組みとして固定する。こども家庭

センター・発達支援センター等を核

に、ライフステージごとの支援マッ

プ（見える化）を作り、保護者に配

布・Web 公開する。

◯学校現場での合理的配慮と専門性

の底上げ

　通常学級の担任も含めて、自閉ス

ペクトラム症に関する研修を必須レ

ベルで実施する。特別支援教育コー

ディネーターや巡回相談員の配置・

機能を強化し、「困り行動」ではな

く「支援ニーズ」として捉える視点

を広げる。

◯成人期を見据えた「早めの進路・

就労準備」

　中学生・高校生の段階から、職場

見学・実習・ジョブコーチとの連携

など、就労を意識したプログラムを

組み込む。ハローワーク・就労支援

事業所・企業と学校・福祉が連携し

た、奈良版の「移行支援モデル」を

作る。

◯家族支援の拡充（レスパイト＋ピ

アサポート）

　短期入所・一時預かり・訪問支援

など、「親が休める仕組み」を増やし、

利用しやすくする。奈良県自閉症協

会やペアレントメンター事業と連携

し、「同じ立場の親に話を聞ける場」

を、県・市町村として正式に位置づ

け、案内を徹底する。

◯当事者・家族の声を施策に組み込

む仕組みづくり

　県・市町村の障害福祉計画や発達

障害者支援地域協議会に、当事者・

家族・支援団体の参加枠を明確に確

保する。施策を作るときだけでなく、

「実際どうだったか」をフィードバッ

クする場を定期的に設ける。

奈良県で緊
急に取り組
むべきこと

竣工式のご案内

謹啓　早春の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し

上げます。

さて、かねてより建設中の「障害者複合施設」はお陰様を持ちましてこの度、竣工いたしました。

この施設は日中の生活の場とグループホームが一体となった障害者複合施設です。また災害を想定した各種設備

を設置し、地域にも貢献できる施設です。

つきましては、下記の通り、竣工式を執り行いたく存じます。何かと御多忙中誠に恐縮に存じますが、ご出席賜

りますようご案内を申し上げます。     謹白

令和８年３月吉日

記

日時　令和８年４月９日（木）　10：00 ～ 12：00

　　　（竣工式・施設見学）

場所　天理市柳本町 2048 番地 1

　　　障害者複合施設　　　生活介護事業所ハナミズキ（1F）　　　グループホーム桜草（2F）

　　　（JR 柳本駅より徒歩 15 分）

追伸

お手数ながら返信はがきにて３月 26 日までに出欠をお知らせ下さいますようお願い申し上げます。なお、ご祝儀

などのお心遣いはご遠慮させていただきます。

〒 632-0052 奈良県天理市柳本町 2036 番地 1

社会福祉法人ふきのとう　理事長　松田勝義
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毎年 4月 2日は世界自閉症啓発デーです  

“大和郡山市お城まつり”にてライトアップブルー開催 

 

 本年も大和郡山市の全面ご協力を得て、桜の咲き誇る大和郡山市お城まつり会場にて、ラ

イトアップブルーを実施いただけることとなりました。”桜の名所百景”にあげられる大和

郡山城跡の美しい夜桜をめでながら、自閉症・発達障害理解の願いをこめ、青いものを身に

着けてライトアップを楽しみませんか？ 

 ライトアップ点灯時間は午後 6 時から 7 時半までです。当会内外のお知り合いや、自閉

症・発達障害関連の活動されている方々にも、是非お誘い願います。 

 

◎当日、お城まつり会場にて啓発リーフレットやコンサートライトの配布、および、世界自

閉症啓発デー啓発アナウンスをしてくださる方を大募集しております。会員内外の当事者・

ご家族・支援者のみなさま、是非ご自身の声を、桜咲く夜空にお届けください！ 

 

◎活動 PR や場内アナウンスご協力いただける方は、下記のいずれかでご連絡願います 

・ホームページ :「NPO 法人奈良県自閉症協会」のお問い合わせフォームから 

・メールにて  : kawafune@ares.eonet.ne.jp まで 

・face book：「奈良県自閉症協会」または「Light It Up Blue Nara」のコメントへ 

①お名前  

②ご連絡先（メールアドレス・当日ご連絡のつく携帯電話番号） 

    をお知らせください。 

 

◎当日の集合時間・場所  

  202６年 4 月 2 日（木）  午後 5 時 45 分  （ライトアップは午後６～７時半） 

  大和郡山市お城まつり会場  天守台下、柳澤神社東側  特設ブース 

 世界とつながる青い夜空のもと、 

             理解の輪を広げていきましょう！ 
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この商品は、 

● 山崎製パン(株)岡山工場（岡山県総社市）で製造され、 

● 3 月 1日からの 2 ヵ月間、 

● 中四国を中心としたエリアにおいて販売される予定です。  

 

 

 

世界自閉症啓発デー日本実行委員会＜公式サイト＞ →  

 

なお、売上金の一部（1 個につき 1 円）が山崎製パン(株)様より NPO 法人岡山県自閉症協会に寄付されます。 

 
【NPO 法人 岡山県自閉症協会】 
〒700-0807  岡山市北区南方 2 丁目 13-1 きらめきプラザ 2F 

TEL（086）801-4010  FAX（086）801-4030 

 

 
▲パッケージ裏面表示 
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　厚労省から令和８年度障害福祉サービス等報酬改定の概要について情報提供がありました。令和８年度障害

福祉サービス等報酬改定については、令和８年２月 18 日（水）開催の「障害福祉サービス等報酬改定検討チー

ム（第 53 回（持ち回り））」にて、概要が取りまとめられ、当省ホームページに掲載しましたので、情報提供

いたします。  （当省ホームページ掲載）　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_70634.html

岡山自閉症協会からの情報

　この度、岡山県自閉症協会と山崎製パン ( 株 ) 様の共同企画第 4 弾として、啓発ロゴ入りの新商品「ごろっ

とりんごのカスタードクリームパン」が 3/1 より中四国エリア中心に発売されます。

1個につき 1円が岡山県自閉症協会に寄附される仕組みで、昨年は 5.8 万個以上の出荷を記録しました。 

啓発の輪を広げるため、貴団体の SNS やネットワーク等でもぜひ情報拡散のご協力をお願い申し上げます。

詳細は PDF をご覧ください。（５ページ）

特定非営利活動法人奈良県自閉症協

会 R8/3/12

1. 相談支援体制の強化

　市町村の相談窓口の機能強化（た

らい回しを防ぐ、専門性の底上げ）。

学校の特別支援コーディネーターの

機能活性化（就学・進学時の環境整

備を確実にする）。ICT 機器や学習

環境の整備など、個々の特性に応じ

た支援体制の充実。

2. 支援者の専門性向上と地域の理

解促進

　ASD（自閉スペクトラム症）に関

する専門研修の充実。地域社会への

啓発（見えにくい障害への理解を広

げ、家族の孤立を防ぐ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　

3. ASD の学習スタイルに基づく支

援の普及

　アセスメントとモニタリングに

基づく支援ガイドラインの普及。

TEACCH プログラムの考え方を県内

で広く活用できるようにする。日本

自閉症協会の教材など（例：DVD「自

閉症とともに」）の活用促進。

4. 行動障害の強い ASD 当事者への

支援体制整備

　行動障害に対応できる施設の確保

（緊急時 24 時間対応を含む）。北部・

南部に最低 2か所以上のモデル施設

の整備。行動障害に対応できるスキ

ルを持つ支援者の育成。

5. 支援施設の職員体制の充実

　手厚い職員配置を実現するための

行政支援（財政支援、スーパービジョ

ン体制の確立）。

6. 子ども地域支援事業の多様化

　現行の「感覚統合中心」のアプロー

チだけでなく、人間関係アプローチ。

応用行動分析（ABA）認知行動的ア

プローチ など、エビデンスのある

多様な支援方法の導入。

7. 医療・福祉・行政・教育の連携

強化

　幼児期から成人期まで、ライフス

テージを通じた切れ目のない支援を

実現するため、専門機関同士の連携。

保護者・支援者の学びのサポートな

どを強化すること。

※われわれの要望は、単なる「サー

ビスの量の拡大」ではなく、“質の

高い支援を、切れ目なく、どの地域

でも受けられるようにする”という

方向性があります。特に強調するこ

とはは以下の 3点です。

◯支援者の専門性の底上げ

◯行動障害のある人への受け皿づく

り

◯市町村レベルでの相談・支援体制

の強化

これまでの奈良
県自閉症協会の
要望内容の概要
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　　　　　　　　　　　　声明　　　　　　　　　　2026 年３月 11 日

2011 年 3 月 11 日東日本大震災から 15 年障害のある人の死亡率 2倍を繰り返さないために

NPO 法人日本障害者協議会（JD）代表 藤井 克徳

 　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、三陸沖を震源とするマグニチュード９.0 の巨大地震と、それに続く大津波、さ

らに福島第一原子力発電所の重大事故を伴う東日本大震災が発生した。死者 15,900 人、行方不明者 2,520 人、震

災関連死 3,808 人という未曽有の被害をもたらし、現在もなお 26,597 人が避難生活を余儀なくされている。

　この 15 年間、熊本地震（2016 年）、北海道胆振東部地震、西日本豪雨（2018 年）、台風 19 号による河川氾濫・

浸水被害（2019 年）、熊本豪雨（2020 年）、熱海土石流（2021 年）、そして 2024 年の能登半島地震など、大規模

災害が相次いでいる。まさに日本は「災害大国」である。

　私たちは JDF（日本障害フォーラム）と連帯し、災害救援団体とも連携しながら、各地の支援活動に全力で取

り組んできた。

　しかし、度重なる災害が続く中で、とりわけ忘れてはならない事実がある。それは、東日本大震災における障

害のある人の死亡率が、全住民の死亡率の２倍であったという事実である。情報が届かなかったこと、移動が困

難であったこと、避難所にとどまることができなかったこと、必要な支援が受けられなかったこと……こうした

障害ゆえの困難や社会的障壁が、「死亡率 2 倍」という事実を作り出したのである。では、この 15 年で、日本は

この「死亡率 2 倍」を回避できる日本に変わっただろうか。情報の壁、移動の壁、避難所などの環境の壁は取り

払われたのだろうか。残念ながら、肯定的な答えは見当たらない。それどころか、災害時にも「自助、共助」を

当然視する風潮が強まっていることに、私たちは強い懸念を抱いている。

　国や自治体は、度重なる災害を経て、災害対策をどれだけ充実させてきたのだろうか。また、福島第一原子力

発電所事故はいまだに多くの人たちに影響を及ぼし続け、15 年を経た現在も帰還困難な地域が存在するなど、原

子力災害の長期的かつ深刻な影響を私たちに示している。しかし、本年 2月 20 日の高市総理大臣の施政方針演説

では、原子炉の再稼働を加速させるという意思・方針を明確に示し、あらためて「強い経済」を強調された。し

かし、「強い経済」は、生産性や効率性を優先するあまり、生産力を発揮しにくい人びとを排除し、自己責任の強

化を招き、ひいては優生思想の広がりにつながる。

　「共生社会」が叫ばれる今日、真の共生とは何か。それは、障害者権利条約が求める、障害のある人と他の市民

との実質的な平等の実現にほかならない。災害時において、被害が障害者に集中・集積することがあってはなら

ないのである。喫緊の課題としては、東日本大震災の教訓と障害当事者の声に基づき、情報格差をなくす政策の

推進、移動の困難を軽減する政策の整備、そして、命を守ることができる避難所環境の確立を早急に実現するこ

とである。障害者権利条約の採択から 20 年を迎える本年、「災害と障害者」に関する政策においても障害者権利

条約の理念に恥じない対応を強く求めたい。

　障害のある人の死亡率 2倍という現実を、二度と繰り返してはならない。

 
 

              

【2026年度会議予定】 

           
 

 

 日程 時間 主な決議 備考、 

第 37 回常任理事会 

 

5 月 24 日（日） 10 時 30 分～15 時 決算、事業報告、 WEB 開催 

第 43 回理事会 

 

6 月 6 日（土） 13 時半－15 時半 決算、事業報告、予算 WEB 開催 

第 13 回総会 

 

6 月 28 日（日） 13 時 30 分～16 時 決算、事業報告、予算 WEB 開催 

 

第 38 回常任理事会 10 月 25 日（日） 

 

10 時半～15 時 上期報告（活動・決算） WEB 開催 

第 44 回理事会 11 月 28 日（土） 

 

13 時 30 分～15 時半 上期報告（活動・決算） WEB 開催 

加盟団体役員連絡会   11 月 8 日（日） 

※全国大会終了後 

13 時～15 時半 意見交換・研修会 対面 

第 39 回常任理事会 2 月 21 日（日） 

 

10 時 30 分～15 時 予算、事業計画 WEB 開催 

第 45 回理事会 3 月 14 日（日） 

 

13 時半～15 時半 予算、事業計画 WEB 開催 

会議予定
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　3 月 11 日コミュニティ

カフェ・ピーコック天理

市杣之内町 720-6 で久々の旧成人

部の集まりが行われました。以前

は毎年のごとく行われていた集ま

りでしたが、世話役をしていただ

いていた石川さんがお亡くなりに

なり、コロナの騒動があったため

などで長い間中断していました。

当日は食事をしながら各自の近況

報告や相談と意見交換などで、予

定時間いっぱい過ごすことが出来

ました。ピーコックは天理市の障

害者支援施設「そよかぜ」さんが

運営するカフェでした。ZOOM や

SNS でのコミュニケーションもい

いですが、たまに面と顔を合わせ

ての会話はやはり捨てがたい楽し

みでした。参加者は、今後もぜひ

続けて行こうということを決定し

て家路につきました。  

 （成人部報告）

ラ ン チ

＆

茶 話 会 

奈良 pecs サークルより

　今回の勉強会では、児童精神科医として長年現場に寄り添って

こられた Mr.PECS こと門眞一郎先生をお招きします。PECS を用い

たコミュニケーション支援の重要性や、成人期から導入するメリットについても、実際の例

を交えてお話しいただきます。

「今からでも遅くない？」「これから私たちにできることは？」そんな疑問や不安を、一緒に

解消していきませんか？

日時 2026 年 5 月 28 日（木）13：00 ～ ZOOM オンラインによる講座。定員 50 名先着順

申込みは奈良 PECS サークルへ

「問題提起行動とコ

ミュニケーション支

援」講座のご案内」

訃報

　日本自閉症協会の相談事業の立ち上げにご尽力いただき、長きに

わたり専門相談にたずさわっていただきました、永井洋子先生が 3

月 7日にご逝去されました。

協会の活動にも多大なるご協力を賜り、多くの当事者の皆様やご家

族の心の支えとなってくださいました。これまでの多大なるご功績

に深く感謝し、謹んで哀悼の意を表します。　　　　（本部事務局）

訃報

　これまで奈良県自閉症協会がお世話になってきた結崎アカデミー

の前川先生が今月上旬に逝去されたそうです。サロン川西を主宰さ

れ、一昨年は啓発デーにも顔を出してくださっていました。謹んで

お悔やみ申し上げます。（河村）


